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資料４ 

空き家実態調査の結果の分析について 

 
 平成３０年度空き家実態調査における，現地調査及び所有者等の意向調査の集計結果から，空き家の

立地状況，管理状況，所有者等の意向との関係を分析する。 
 
１ 空き家期間と管理状況との関係について 
  空き家として「現在の状況が継続している期間」（調査数：５２３件）は，１年未満のものが４．６％

と一番少なく，１０年以上のものが一番多く３５．０％であった。また，空き家の管理不全状況から

導いた「不良度ランク」において，管理不全状態がみられる（ランク B ～ D）ものは，６２．９％

であった。 
また，「現在の状況が継続している期間」と，「不良度ランク」のクロス集計から，空き家期間と空

き家の管理状況との関係性を見た。 
  居住中の家屋についても管理が行き届いていないものもあり，空き家期間が１～３年と短い空き家

についても管理不全状態が見られる（ランク B ～ D）ものが６１．８％ある一方，空き家期間が 
１０年以上の空き家については，６５．０％であった。 
このことから，空き家期間の長さごとに管理不全の状況に大きな差は見られず，空き家期間に関わ

らず，空き家の適正な管理を促す取組が必要となる。 

 

  ＜不良度ランクについて＞ 
不良度ランク 説明 

A 管理不全状態が見られないもの 
B 管理不全状態は見られるが，小規模の改修で活用可能なもの 
C 倒壊等の危険性は見られないが，現状での活用に支障があるもの 
D 倒壊等の危険性が見られ，現状での活用は不可能であるもの 
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２ 空き家の立地の状況について 
⑴ 空き家の鉄道駅からの距離について 

鉄道駅からの距離別の空き家（調査数：３，７７３件）を見ると，５００ｍ以内のものが３７．５％，

駅から１ｋｍ以内のものが８３．４％であり，需要が強いと考えられる鉄道駅近くの空き家の割合

が大きく，空き家の活用が十分に図られていないことが考えられる。 
エリア別でみると，広域拠点エリア，地域拠点エリアについては，９５％以上の空き家が鉄道駅か

ら１ｋｍ以内にある一方，ものづくり拠点エリアについては５０％以上，緑豊かなエリアについて

は２５％以上の空き家が鉄道駅から１ｋｍ以上離れているため，所有者等に対するエリアに合わせ

た活用方法の提案が必要となる。 
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⑵ 管理不全空き家の鉄道駅からの距離について 
「鉄道駅からの距離」と「不良度ランク」をクロス集計し、管理不全空き家と鉄道駅からの距離に

ついて関係性をみた。 

管理不全が見られない又は比較的小規模な管理不全状態である不良度ランクＡ・Ｂの活用可能な空

き家が，駅からの距離にかかわらず，８０％以上を占めており，所有者等に対する積極的な活用の

働き掛け等により，活用を更に促進させる必要がある。 
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３ 空き家所有者の状況について 
     空き家所有者の年齢（調査数：４６８件）を見ると，６０歳以上の所有者が８１．０％であり，現

在の状況に至った経緯（調査数：５５４件）を見ると，相続をきっかけとするものが５２．５％と半

数以上を占めている。 

このことから，相続により空き家を所有した所有者が多数あり，高齢化も進んでいることから，数

次の相続が発生する前に活用を促すことが必要となる。 

  

 

 

空き家所有者の年齢（件数，割合） 
0.2% 
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４ 空き家の活用意向について 
⑴  空き家である理由と空き家期間の関係について 

 空き家について「現在の状況が継続している理由（調査数：６５６件）」として，一番多い理由が

自分で使用予定２４．８％であった。 
 現在の状況が継続している理由と期間の関係を見ると，売りたい・貸したいといった活用意向が

見られるものについては，空き家期間が５年未満のものが５０％を超えているが，それ以外の理由

については，空き家期間が５年未満のものの割合が一番高くても４１．７％となっている。 
 将来の空き家の活用意向が不明確なもの（思い入れがある，固定資産税が増額する等）ほど，空

き家期間が長くなる傾向があるため，活用の働き掛け等により，まずは，所有者に将来の空き家の

ありかたについて考えてもらう必要がある。

 
 

⑵ 空き家である理由（現在の状況が継続している理由）と管理不全の関係について 
空き家である理由と不良度ランクの関係をみると，全ての理由において，管理不全状態が見られる

もの（ランク B ～ D）は約６割以上あることから，所有者に対して適正な管理を促す取組が必要と

なる。 
また，「売ろう・貸そうとしたがうまくいかなかったから」「相続手続き中」「解体したいができな

いから」といった，活用のために何らかの問題を抱えていると推測される空き家は，現状での活用

が難しい程度に管理不全状態が見られるもの（ランク C，D）の割合が高いことから，活用のために

何らかの問題が発生する前に，早期に活用を促す必要がある。 
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⑶ 空き家の活用の意思と管理不全の関係について 

空き家の活用の意思（調査数：５０１件）を見ると，「売ることも貸すこともしたくない」という

回答が５５．８％（２７８件）であった。 
また，空き家の活用の意思と管理不全の関係を見ると，活用の意思の有無によって，不良度ランク

に大きな差は見られないが，いずれも６０％以上が管理不全状態にあることから，全般的に適正な

管理を促すことが必要となる。 
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５ 空き家の管理の状況について 
⑴ 空き家の管理頻度と不良度ランクの関係について 

空き家の管理頻度（調査数：５０４件）を見ると，６４％の所有者が，月に１回未満の管理頻度（そ

の他含む）となっている。月に１回以上管理を行っている空き家については，月に１回未満の管理

頻度である空き家と比較して，管理不全状態が見られない（不良度ランク A）割合が高く，管理状

態が悪い（不良度ランク C，D）の割合が低くなっており，日常的な管理が管理不全状態の防止に効

果が見られる。 
一方，ほぼ毎週管理を行っている空き家のうち，約６割に何らかの管理不全状態が見られており，

所有者等による定期的な管理だけで管理不全状態を完全に防ぐことは難しいと考えられる。 

 
 

⑵ 空き家等の管理状況における不安な箇所の有無と不良度ランクの関係について 
空き家等の管理状況における不安な箇所の有無（調査数：４７０件）を見ると，５３％の所有者が，

不安な箇所ありと答えている。 
また，空き家等の管理状況における不安な箇所の有無と不良度ランクの関係をみると，不安な箇所

がないと回答している空き家のうち，５９．５％に何らかの管理不全状態が見られる（ランク B ～ 
D）状況にあることから，所有者の認識と建物の管理不全状態に乖離があることがわかる。 
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⑶  管理頻度と空き家等の管理状況における不安な箇所の有無の関係について 
 管理不全空き家における，管理頻度と空き家等の管理状況における不安な箇所の有無の関係（調

査数：３２６件）をみると，管理頻度が高いほど不安箇所がない割合が高くなっている。 
 しかし，本集計結果は，管理不全空き家のみに限った集計であるため，不安箇所があると答える

所有者が１００％に近いほど，実情を認識しているといえる。 
 このことから，頻繁に管理を行っている所有者ほど，空き家の老朽化に気づきにくいと考えられ，

所有者が空き家の管理状態をより意識できるよう管理不全状態の基準をより明確にする必要がある

とともに，５（１）で記載のとおり，所有者等による管理だけで管理不全状態を完全に防ぐことは

難しいことから，積極的な活用の促進を図っていく必要がある。 
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６ ライフラインの使用状況について 
  ライフライン（水道，電気，ガス）の使用状況と空き家の管理不全状況の関係（調査数  

水道：６，１６２件，電気：３，１２７件，ガス：３，２０１件）を見たところ，水道，電気，ガス

ともに，開栓又は稼働中のものと使用していないものを比較すると，閉栓又は停止しているものの方が

管理不全状態にある空き家の割合が高く，特に水道を閉栓している空き家における管理不全空き家の割

合が，閉栓していない空き家の１．５倍以上であった。 
このことから，ライフラインを閉栓又は停止しているものの方が放置されている傾向が強く，管理不

全空き家となる可能性が高いと考えられる。このため，ライフラインを閉栓又は停止しているものにつ

いて，所有者に対して適正な管理を促進させる必要がある。 

  

 

 
 

  

27.7%

47.6%

72.3%

52.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道閉栓していない(n=4295)

水道閉栓している(n=1867)

水道閉栓 × 管理不全の有無

管理不全あり 管理不全なし

41.7%

56.4%

58.3%

43.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気メーター稼働中(n=345)

電気メーター停止又はなし(n=2782)

電気メーター × 管理不全

管理不全あり 管理不全なし

47.0%

55.5%

53.0%

44.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ガスメーター稼働中(n=215)

ガスメーター停止又はなし(n=2986)

ガスメーター等 × 管理不全

管理不全あり 管理不全なし



10 
 

＜参考＞ 平成２６年度調査で空き家であった家屋の調査結果との比較について 
１ 使用状況について 
  平成２６年度調査で空き家であった家屋のうち，５８．１％は平成３０年度調査時点でも引き続き

空き家である一方，３３．５％は使用中となっている。 

 
 
２ 管理不全空き家の状況について 
  平成２６年度調査で空き家であった家屋のうち，平成３０年度調査でも引き続き空き家だったもの

は，５７．７％に管理不全状態が見られる。これは，平成３０年度調査で空き家と判定した全ての家

屋における管理不全空き家の割合（５５．１％）と比較しても，大きな差はない。 
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